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Saul Bellow の Isaac Rosenfeld に対する
オマージュとしての“Zetland”
大工原　ちなみ
“Zetland”は Saul Bellow によって 1974 年に書かれ，1984 年に出版した短編である Him with 
His Foot in His Mouth and Other Stories: Collected Stories に収録されており，正確なタイトルは
“Zetland: By a Character Witness”である。（今後作品中でこの作品に言及する際には，副題を省
略して“Zetland”と記す。）Bellow には，Isaac Rosenfeld と Delmore Schwartz という親友であ




して描かれている。たとえば，Delmore Schwartz については，“Zetland”の翌年の 1975 年に発
表された Humboldt's Gift の主人公 Citrine として，その栄光と転落の人生と重ね合わせるよう
に描かれている。この小論では，Isaac Rosenfeld をモデルとして描いた“Zetland”と二人の伝
記に焦点を当てて，不遇のうちに若くして亡くなった友であり，最大のライバルでもあった
Isaac Rosenfeld に対するオマージュとして，この短編を Bellow が捧げたという観点から考察を
試みたい。
神童
David Mikics の Bellow's People や James Atlas の Bellow : A Biography には，共に過ごしたシカ
ゴ時代から順を追って，BellowとRosenfeld の友情が描かれている。それらと合わせて，“Zetland”





育てられる。Isaac Rosenfeld は 1918 年 3 月 10 日に生まれているが，わずか 22 か月の時にま
だ若かった母を亡くしている。父は再婚し娘ができるが，知的障がいがあった。この母も亡く
なると彼女の若いいとこと再婚するが夫婦仲はよくなかったようである。“Zetland”にも，「最
初の妻は 1918 年にインフルエンザで亡くなり，2 番目の妻との間に知能の遅れた娘を授かる
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この作品の書き出しは“Yes, I knew the Guy. We were boys in Chicago. He was wonderful. At 
fourteen, when we became friends, he had things already worked out and would willingly tell you how 
everything had come about.”(195) となっているように，Bellow を彷彿させる語り手が，早くも









David Mikics も“Rosenfeld's own dreaminess, his luftmensch nature, was a reaction against his 









Bellow にとって以上のような Rosenfeld は「イディッシュの妖精かケルビムのような魅力的
存在」（Mikics，96）であった。Bellow は Rosenfeld を崇拝したが，それと同時に彼のイノセン
スは軽蔑していたようである。ここにも Bellow の Rosenfeld に対する限りない愛情とその陰に
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隠れたライバル意識という複雑な思いが垣間見えよう。
大学時代
ふたりは Tuley での高校生活を共にし，Bellow は文化人類学，Rosenfeld は哲学と専攻は異なっ
















の中でも "virtually a Franciscan, a simpleton for God's sake, easy to cheat.”　“holy fool”（205）と描
かれ，聖フランシスコのように純粋だが騙されやすい，聖なる馬鹿つまりシュレミールと揶揄
されている。ここにも Bellow の Rosenfeld に対する厳しい批判精神が見受けられる。
異教徒との結婚
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栄光と転落，死




Review に小説やエッセイ，New Republic に書評を書くようになり，批評家やエッセイとして成




彼は New Republic の仕事を辞めて，NY 港のはしけで数か月働く。この間，コ―シャー（ユダ
ヤ教の戒律に適った食事）を巡る記事でユダヤ社会から怒りを買い，煽情的な作家としてスキャ
ンダルになったこともあったが，それは彼の人生を特徴づけるボヘミアンの特質を示すもの
であり，評判を高めた側面もあった。Rosenfeld は，Irving Howe が指摘しているように“air of 
yeshiva purity”をもった，つまり，古き良き時代の純粋さを残した永遠の青年であったのである。
その後，30 代で鬱病を発症すると，妻と 2 人の子供とも疎遠になる。Mikics によれば，
1951 年 4 月に Tarcov へ宛てた手紙の中で，「絶望感，それが過ぎ去ることを望んでいる」（104）
とつらさを訴え，その 2 年後の手紙では，「50 万年も年取った感じ。再び妻子とやり直した
い」（104）と書いている。更に 1955 年 10 月には，シカゴでたった一人暮らす寂しさと妻の
Vasiliki を愛することができないことを嘆いている。結局，1956 年 7 月に孤独のうちに亡くなっ
ている。
Bellow の息子の Gregory は，この時のことを次のように記している。
　1956 年の夏の朝，Isaac Rosenfeld がシカゴで亡くなったことを告げる電話で起こされた。Saul
は悲嘆にくれた。私は Isaac については，断片的な記憶しかなかったが，私も悲しんだ。娘のミ
リアムによれば，Oscar Tarcov は彼の死の知らせを聞いた後，ショックのあまり，一日中ソファー
で動けずにいたとのこと。Saul はどうしても Isaac の葬儀に行くことができなかった。Isaac の
未亡人の Vasiliki は激怒していたが，父は悲しみを超えて会いに行くことができなかったのだ。
（Gregory, 90）
結局深い悲しみゆえに葬儀にも行けなかった Bellow は Partisan Review に，“He died in a 












が払拭されているのはなぜだろうか。Mikics は，「Bellow は Isaac （Rosenfeld）と Vasiliki との
激しい喧嘩や結婚生活が破綻したことをエアブラシで消している」（105）と指摘している。









の編集者にもなり，1944 年には Partisan Review に“The Hand that Fed Me”を発表し称賛さ
れている。そして 1946 年，28 歳の時に，彼は，Passage from Home を出版し，先にも述べた
ように Diana Trilling をはじめとする NY 知識人から熱狂的な支持を受け，徐々に成功しつつ
あった Rosenfeld の名声が確固たるものとなった。Bellow も 1944 年に長編としては初めての
Dangling Man を出版し，この翌年の 1947 年には The Victim を世に出したことから，着々と作
家としての地保を固めつつあったはずである。事実 2 人は彼らの小説の主人公が地下生活者で
あったことから，二人まとめて“The Chicago Dostoyevskians”と崇められたのであった。
Bellow は 1952 年 3 月に Tarcov へ宛てた手紙の中で，“I loved him, but we were rivals,”（Mikics, 
106）と述べており，二人が常に親友という側面だけ持っていたわけではなく，互いに相手の
成功を妬むライバルであったことを告白している。
1953 年に Bellow が The Adventures of Augie March を出版し，翌 1954 年に National Book 
Award for Fiction を受賞すると二人の関係に再び変化が訪れる。Rosenfeld は，Passage from 
Home 以降，作品を書いても出版を断られるなど不遇の時代を迎えていた。ライヒ主義への
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傾倒とそれゆえの自由奔放な生活も大きな要因となっていた。彼はライバルである Bellow の
快挙に対して，Augie March に失望した旨述べ，負け惜しみともとれる反応を見せる。そして
Bellow の方は Rosenfeld の不遇と自分自身の勝利に強い罪悪感を抱くのである。
1950 年代に Rosenfeld は，“Someday Saul or I will win the Nobel Prize.” (Mikics, 106) と語った
という。おそらく二人とも受賞のチャンスがあるが，真に受賞の資格があるのは自分であると
の自信に裏打ちされた発言であったことだろう。実際には 1976 年に Bellow がノーベル文学賞
を受賞するが，その時彼は早逝した親友を思い，“It should have been Isaac.”（106）と述べて彼
の業績を称えている。
小説のモデル
このように Bellow と Rosenfeld は互いを愛し，ライバル意識ゆえに妬み合い，自分の成功に
対して罪悪感を抱くという複雑な感情を持ち続けたのである。このような二人はお互いに相手
を作品の主人公のモデルとして描いている。“King Solomon”は，Rosenfeld の死後出版された
作品であるが，Bellow をモデルとして描いており，成功していた Bellow への妬みが示されて
いる。
Rosenfeld 死後まもなく同じころ，Bellow は 1959 年に Henderson the Rain King を発表してい
るが，この作品の中で Rosenfeld はアフリカの架空の部族であるワリリ族の王様，King Dahfu
として描かれている。Bellow の息子 Greg も Dahfu は Rosenfeld であると指摘している。
ハーバード大学時代の大家にして友人である Chanler Chapman をモデルとした WASP の主人
公 Eugene Henderson は，Rosenfeld や Bellow などのニューヨーク知識人とは異なる行動的なタ
イプの男である。彼は妻子を置いてアフリカへ目的のない旅へ出かけるが，彼が物語の冒頭で









Henderson はアフリカへの旅で解放されるが，物語の終盤 Dahfu 王は，部族の祭司長の奸計
に会い死を迎える。Mikics はダーフ王の死を防ぐことができなかったことと，Rosenfeld の死
を重ね合わせて，“The proud African king was Bellow's idealized image of what Rosenfeld longed for 
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but could never achieve, a brave freedom.”(111) と分析している。つまりここには，親友である
Rosenfeld に対して負っていた義務を覆い隠そうとするあがき，つまり死の淵に立っていた友
に対してなんら親友らしいことをなしえなかったことに対する Bellow 自身の悔恨の念が隠さ
れているのである。理想化した Rosenfeld のモデルとして描いた Dahfu 王の最後を通して，友
人を救えなかった Bellow の無念さと罪悪感がここに表出している。
“Zetland" の結末が意味するもの










Rosenfeld と愛憎関係にあった Bellow だが，Rosenfeld の死後，彼に向ける眼差しは間違いな
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